
京都を拠点に活動するクリエイターを紹介する企画展をはじめ、
彫刻家・名和晃平氏がディレクションを務める
「SANDWICH」との共同プロジェクトが進行中。
世界中から訪れた人々や地域で暮らす人々が同じ時間を共有し、
新しい発想のきっかけが生まれるような刺激に満ちています。
「365日アートフェア」というテーマのもと、
客室や共有部にも70組以上のアーティストによる150点以上の
作品が展示され、購入も可能です。
また、同時代のアーティストを知っていただくきっかけを作りたい、
そんな想いでアーティスト支援アプリの「ArtSticker」と
コラボレーションをしています。

SANDWICHについて
「SANDWICH」は、京都市伏見区の宇治川沿いにある
サンドイッチ工場跡をリノベーションしながら変化し続ける、
創作のためのプラットフォームです。
スタジオ、オフィス、多目的スペース空間では、
名和晃平を中心としたアーティストやデザイナー、

建築家やダンサーなど様々な領域のクリエイターが集い、 
活発なコラボレーションを展開しています。
レジデンス施設も併設しており、定期的に国内外の
若手クリエイターが滞在し、互いに影響し合いながら
刺激的なプロジェクトが日々進行しています。

「友人であるアーティストの家」をデザインコンセプトに、
質感やディテールにこだわったシンプルで飽きのこないデザインの

北館61室と、日本の美をモダンに表現し、清水焼の照明や
小上がりのベッドステージを設えた南館の67室。

スケルトンの状態からアーティストと手掛けた
9室のコンセプトルームをはじめ、一日の疲れを癒し、

明日からのエネルギーを養う空間として、
それぞれのニーズに合わせてお好みの客室をお選び頂けます。

朝食レストラン「ANTEROOM MEALS」では、
スタイリッシュで開放感のある空間で、旬の食材をふんだんに使った
ボリューム満点の朝食をお召し上がり頂けます。
季節の素材を使った手作りジャムやトッピングなど、
その時期にしか味わえないメニューもお楽しみください。

バーラウンジでは、アート作品に囲まれた空間で、
旅の余韻を味わいながら特別なひとときをお過ごし頂けます。

150種類以上のウイスキー、クラフトビールや
季節のカクテルに加え、ノンアルコールカクテルや

簡単なおつまみもございます。

ホテルを訪れるお客様が友人を訪ねるような居心地の良さを感じていただけるよう
「フレンドリー&ポライト」をサービスコンセプトにしています。アートやデザインに

馴染みのない方でも楽しんでいただけるホテル発の情報誌『ANTEROOM JOURNAL』や、
スタッフがご案内する Digout local tour、ギャラリーツアーなど、ホテル周辺の地元カルチャーと

古都京都の両面を楽しんでいただける「ガイドツアー」も企画しています。

Design
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京都駅の南側に位置し、それまで学生寮として使用さ
れてきた建物をコンバージョンしオープン致しました。
50室のアパートメントと2016年のリニューアルを経て
客室は128室に、そしてホテルコンセプトの「アート
&カルチャー」に「和」が新たに加わりました。アン
テルームではそれら3つのテーマを現在進行形の視点
で捉え、“京都の今”を発信しています。

京都府京都市南区東九条明田町7番
www.hotel-anteroom.com
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Information

ホテル アンテルーム 京都｜HOTEL ANTEROOM KYOTO

2020年2月27日、沖縄県那覇市・泊港エリアにオー
プン。全室ハーバービューの126室の客室に加え、
海に面した開放感のあるギャラリーやレストランでは、
海との連続性を意識したリゾート感のあるデザインが
楽しめ、沖縄のリアルタイムなカルチャーを楽しめるイ
ベントの開催を予定しています。

〒900-0016 沖縄県那覇市前島3丁目27番地11

https://okinawa-uds.co.jp/hotels/anteroom-naha/

2020年初夏、ソウルのトレンドとカルチャーの発信
地・カロスキルにオープン予定。
都心部でありながらシンプルで居心地の良いスタジオ
スタイルの客室、カジュアルに立ち寄れるダイニング
やギャラリー、アートブックストアやルーフトップバー
を併設し、ソウルのローカルとアジアが交差するカル
チャーの拠点を目指します。

江南区新沙洞561–19

ホテル アンテルーム 那覇
HOTEL ANTEROOM NAHA

ホテル アンテルーム ソウル
HOTEL ANTEROOM SEOUL
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Swell-Deer
2010–2016｜mixed media｜177.0 × 158.0 × 48.0 cm

photo: Nobutada OMOTE | SANDWICH
̶

Installation view
“HOTEL  ANTEROOM KYOTO,”

Kyoto, Japan

NEWNEW

「常に変化するアート&カルチャーの今」を
発信するホテル
A space that brings together art and culture to
express the essence of the contemporary locality. 

늘 변화하는 아트와 지금의 컬쳐가 공존하는 호텔

Art 

Keywords of ANTEROOM　

ArtStickerはアーティストを支援しながら、
あなたのアート作品への興味関心を気軽に残せるアプリです。
ArtSticker is a mobile app for you to directly support artists,and 

easily record the excitement that you experience from artworks.

『ホテル アンテルーム』の作品情報を
ArtStickerでご覧いただけます

https://artsticker.app



안테룸(Anteroom)은 
ʻ맞을 준비를 하기 위한 만남의 공간, 
대기실’을 의미합니다. 
이곳을 통하여 다음 목적지를 향하기 위한 
몸과 마음의 준비를 할 수 있기를 바라며 
지어진 이름입니다.

“Anteroom” is a synonym for “waiting room”.
It is named after our vision to create a  comfortable 
“waiting room”, where you, the visitors,
can refresh your mind and prepare to depart for
your next destination.

アンテルームとは「待合室」を意味します。
それは、このホテルを訪ねる人たちが、次の目的地に向かうための準備や
気持ちを快適に整えることができる「待合室」のような空間を目指し、
名付けられました。

저희 안테룸이 생각하는 “만남”이란 
호텔을 방문하는 분들과의 교류에 한정되지 않습니다.
연못에 던져진 돌이 물결을 일으키듯,
저희 직원들이 연출하는 그 지역의 음식과 문화와의 
ʻ만남’이 하나의 작은 돌이 되어, 호텔을 다녀간 이후의 일상에서 
새로운 발상과 영감으로 이어지는 작은 물결로 이어지기를 희망합니다.

In Anteʻroom’, not only would you come across and ʻmeet’ 
various people who gather our hotel, but we staff members 
consider Anteʻroom’ to also present other elements of cultural 
authenticity such as food and culture that has developed local-
ly. It brings us great pleasure to share this one of a kind 
ʻroom’, granting visitors access to ʻcross’ exchanges with 
people all over the world. We hope that our ʻroom’ would help 
you expand new perspectives and imaginations, allowing you 
to discover new innovations that would inspire you towards a 
finer ideal of everyday life, even after you checkout and depart 
for your next destination.

その土地で育まれる食や文化との出 “合” いを、
私たちスタッフが演出したいと考えています。
池に投じた石がじわじわと波紋を広げるように、
チェックアウトした後でも、
なにか新しい発想や想像が広がり、明日につながる
日常へのヒントが生まれることを願って。

ふたつの新しい「待合室」もアートや
カルチャーを通し、その土地ならではの
ローカルな息吹が感じられる体験を
お届けしたいと考えています。
3つのアンテルームが考える、
それぞれの出 “合” いに
どうぞご期待くださいませ。

We would like to offer specific site 
experiences through art and culture in 
these two new Anterooms, thus broad-

ening unique atmospheres that are 
guaranteed for you to enjoy in all three 
locations. Your expectations are awaited 
and we look forward to welcoming you.

 ʻArt & Culture’를 통한 지역 정취를 
새로운 안테룸에서도 제공할 수 있기를 희망하며, 
여러분과의 ʻ만남’을 기대하고 있겠습니다.

2011年に開業した京都に続き、沖縄、そしてソウルにアンテルームが誕生します。

Following the opening of Anteroom Kyoto in 2011,
we are pleased to announce another opening in Okinawa and Seoul.

2011년에 오픈한 교토에 이어서 오키나와, 그리고 서울에 안테룸이 탄생합니다.


